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千福が丘小学校でコミュニティ・ スクールがスタートして半年が経ちました。学校と地域、そして家庭が

互いに手を取り合い、子どもたちの健やかな成長を育むための新たなステップを踏み出しています。裾野市

教育委員会では、この取り組みを「共育の森」と名付けています。そして市内の各学校では、それぞれの

「共育の森」に想いをのせて、いずみの会 (東小学校)、 ごんべつこコミュニティ・ スクール (富二小)

須山の未来を語る会 (須山小&中学校)などと呼んで活動を進めています。コミュニティ・スクールとして

始動するにあたり千小では、「笑顔があるところに人は集まる。笑顔の花を咲かせよう」との想いから、

「干小スマイルガーデン」と名付けることとしました。今までの活動を継続しつつ、新しい取り組みを1曽や

していこうと試行錯誤しながらも、一歩一歩前へと進めていきますので、引き続き学校活動へのご理解とご

協力をお願いいたします。

5月 6日 (金 )、 村田市長を特別ゲストに迎え、 1, 2年生がさつまい

ものつるさしを行いました。子どもたちの活動がスムーズにいくよう、地

l或の方々が事前に何度も学校に足を運び、畑を耕したりと準備をしてくだ

さいました。「斜めに挿すんだよ」とのアドバイスに「土が邪魔して深く

挿せないよ」と苦戦しながらも、学びの多い活動となりました。大きなさ

つまいもを収穫できる日を心待ちにしながら、大切に育てていきます。
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6月 1日 (金 )、 6年生がなかよし花壇の整備を行いました。学校支援

ボランティアの方と一緒に、それまで植えてあつた花を取り除き、この後

4年生が予定している植え替えに備えて上をならしてくれました。手際の

よい6年生。あつという間に花壇がされいになりました。
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6年生によるなかよし花壇整備の後、今度は4年生が花の植え替えを

行いました。4年生は緑の少年団として、「街に花と緑を」をスローガ

ンに掲げ活動しています。地域の方々との会話に花を咲かせながら、千

小スマイルガーデンのイメージにびつたりの花壇が4士上がりました。

高学年の仲間入りをした4年生にとつては初めてのクラブ活動。 5,6

年生との交流も楽しそうでした。卓球クラブと将棋・オセロクラブは地

t或の方友と一緒に活動します。共に時間を共有できる喜びは、何にも代

えがたい貴重な体験です。ご興味ある方はぜひ、ご参力0く ださい |
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7月 27日 (水 )、 第 2回目の学校運営協議会が開催されました。 1学期の活動内容の報告と、今後の活

動についても話し合いました。

◆ 素直で生き生きとした子どもたちの成長が嬉しい。

◆ 子どもたちは地上或の支援を確実に感 じている。地i或 とのつながりがある方がより生活しやすくなる。

◆ 今までやってきたことは継続しながら、プラスアルフアでもつとできることはないか。そのためには

ネットワークを作ることが麟要だ。

◆ PttAも地上或も、もっと参加してほしい。将来的に活動がさらに活発になつていけたらよい。

◆ 将来活躍する人材の発掘のために、色々なことに挑戦・ 参加できる環境を作りたい。

以上のような意見が出ました。この 1学期、学校活動に地域が加わることでコミュニティ・スクールがス

タートしてからの変化を感じ、相互に積極的に関わつてい<ことの重要性を再認識しました。

学校運営協議会では、その主な役害」(①学校運営の基本方針を承認する ②学校運営に意見を述べる ③教

職員任用に意見を述べる)を念頭に置き、まずは経営目標や経営方針を委員全員で共有し、そこから目指す子

ども像・学校像に沿つて何ができるかを話し合うことが求められます。

干福が丘小学校では、地i或の方々との交流を深め、地i或 に親 しまれ、地i或 とともにある学校を目指してい

ます。千福が丘というコミュニティの中にある学校として、「こんな子どもたちを育てたしヽ。」という思い

を大 t」3にコミュニティ・ スクールを進めていきたいと悪います。
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